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■ グランドを浮かさない 

オシロスコープの電源プラグは 3 つのピンを持ち、真ん中の丸ピンがオシロスコープの筐体（シャーシ）に接続されていま

す。このピンは必ず、グランドに接続されなければなりません。2-3 ピン・アダプタを使う場合、グランド端子（緑色ケーブ

ル）を大地アースに接続することを忘れないで下さい。 

 

 

 

 

 

 

接続を怠ると、筐体がフローティング状態になり、極めて良くない影響があります。感電により人に危害を与え、オシロス

コープを壊し、測定波形を変形させる恐れがあるのです。 

フローティングの危険性 

 

■ 大き過ぎる信号を印加しない 

オシロスコープ、プローブともに入力できる電圧に限界があります。この電圧を超えた大きな電圧を加えると壊れてしま

います。 

 

この電圧に満たない電圧でも、高い周波数においては印加できないこともあります。デレーティングと呼ばれる特性が別

途規定されている場合はそれに従ってください。 

規定の例： 100kHz より低い周波数では 300Vrms（300V 以上になる波形の持続時間は 100ms より短いこと）まで 

        100kHz～3MHz では 20dB/decade で低下 

        3MHz より高い周波数では 13VpeakAC となります。 

 

1. オシロスコープを壊さないために 

2-3 ピン・アダプタ 3 ピン・プラグ 
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TDS2000B シリーズは内部回路を自動的に調整する機能を持っています。室温が 5℃以上変化した場合は、「ユーティリ

ティ」メニューから「自己校正」を選び、OK するだけで、内部回路を最適に調整することができます。この時、入力端子に

プローブやケーブルを接続してはいけません。この「自己校正」作業は数分掛かります。 

  

 

 

 

BNC コネクタの接続（プローブの接続も同様）は、差込んだ後、矢印のように右に回転させてロックしてください。 

差込んだままの中途半端な接続では、接触不良を起こしやすくなります。 

   

 

 

10:1 受動プローブ（標準添付のプローブ）はプローブ補正と呼ばれる調整が必要です。これを怠ると、低周波数域と高周

波数域における減衰比が異なるため、正しい測定ができません。振幅が違って見えたり、パルスの形が違って見えたり

します。 

 

2. オシロスコープを自動調整する 

3. BNC 入力コネクタへの接続を確実に行う 

4. 受動プローブで正確な測定をするために 
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調整方法は簡単です。10:1 受動プローブを TDS2000B に接続します。写真のようにプローブ先端を「プローブ補正」端子

につなぎ「プローブ・チェック」ボタンを押します。オシロスコープがプローブ補正の必要性を判定すれば、プローブ補正を

促します。それに従って、調整ドライバーでパルス波形の角が直角になるように調整するだけです。 

   不良例 

 

 

オシロスコープを多くの人で共有する場合、「前使用者が用いたパネル設定がオシロスコープに残っており、意図しない

動作をする」ことがあります。「工場出荷時設定」ボタンを押す癖をつけ、一番シンプルな設定に戻してから、自分の設定

を始めましょう。 

間違って「工場出荷時設定」を押した場合は、「前設定に戻す」メニューで前の画面に戻すことができます。 

 

 

 

 

 

 

5. オシロスコープを初期値に戻してから設定を始める 
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パネルには「垂直軸」「水平軸」「トリガ」という 3 つの重要操作部が黒色の枠ではっきりと囲まれています。 

これらさえ操作すれば、ほとんどの場合、とりあえず波形を見ることができます。 

■ 垂直軸： 波形の縦方向に対して、大きさと上下位置を調整する 

■ 水平軸： 波形の横方向に対して、間延びや詰まり過ぎを調整する 

■ トリガ：  波形の表示が同じ位置に定まらない場合、安定させる 

 

 

「オートセット」「オートレンジ」は、上記 3 大要素の設定を TDS2000B に任せてしまう機能です。3 大要素の操作を習得し

た上で使えば、便利な機能です。特に「オートレンジ」は信号が変化すれば、それを追いかけるように設定も自動的に変

化します。 

 

 

 

オシロスコープに表示された波形を目で見て、電圧や周期を読み取ります。測定の基本であり、これができないうちに 

オシロスコープまかせの測定（カーソルや自動測定）に頼ってはなりません。 

 

6. 操作における 3 つの重要操作部 

7. ３つの重要操作部を習熟した上で「オートセット」「オートレンジ」を使う 

8. 自分の目で測定する 
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横 2 本のカーソルを出し、それらで測定箇所を挟むことにより、垂直軸方向のレベルを測ります。縦 2 本のカーソルを出

せば、水平軸方向の時間を測ることができます。 

 

  

 

 

「周波数」「周期」「平均値」「P-P 値」「実効値」「最小値」「最大値」「立上り時間」「立下り時間」「＋パルス幅」「－パルス

幅」について、TDS2000B が自動的に測定をしてくれます。これとは別に、トリガとして使用する信号については常時右下

に、周波数カウンタによる周波数が計数されています。 

    

9. カーソルで測定する 

10. 測定をオシロスコープに任せる 
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周波数カウンタ 



 

 

 

オシロスコープの水平軸の単位はほとんどの場合「時間」ですが、「周波数」にすることもできます。これが、FFT です。 

（1） 時間軸設定において、波形繰り返し数が適切となるよう、時間軸を設定し、パネル上の「MATH MENU」ボタンを 

押す（CH1 波形を画面からはみ出さない範囲でできるだけ大きく表示しておくと、より正確な測定ができます） 

（2） 画面上の「演算」メニューにより「FFT」を選ぶ 

  

（3） 画面上の「FFT ズーム」メニューにより、適切な倍率を選ぶ。倍率を上げる場合、必要に応じ、「水平軸」の「位置」 

ツマミを使い、望みの周波数が画面内に在るように調整する 

  

（4） レベルや周波数を読み取るには「カーソル」を使う 

 

11. 周波数分析を行う 
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 2 つのチャンネルの波形を加算・減算・乗算できます。 

電力波形を作るため、電圧波形と電流波形を乗算する例： 

（1） パネル上の「MATH MENU」ボタンを押す 

（2） 画面上の「演算」メニューを押して、「X」を選ぶ 

（3） 画面上の「ソース」メニューを押して、「CH1ｘCH2」を選ぶ 

（CH1 波形と CH2 波形を表示し、画面をはみ出さない範囲でできる限り大きくすると、より正確な測定ができます） 

（4） 電力波形の大きさと位置を「垂直尺度」と「汎用ノブ」を使って調整する 

 

    

 

 

 2 つのチャンネルの波形を加算・減算・乗算できます。 

フローティング波形を 2 本のプローブで取込み、オシロスコープで減算する例： 

  

（1）パネル上の「MATH MENU」ボタンを押す 

（2）画面上の「演算」メニューを押して、「－」を選ぶ 

（3）画面上の「ソース」メニューを押して、「CH1－CH2」を選ぶ  

（CH1 波形と CH2 波形を表示し、画面をはみ出さない範囲でできる限り大きくすると、より正確な測定ができます） 

（4）減算波形の大きさと位置を調整 

 

13. ２つの信号の減算を行う 

12. ２つの信号の乗算を行う 

TDS2000B シリーズ操作ガイド  7 



 

 

    

 

 

CH1 に入力された信号で水平軸を、CH 2 に入力された信号で垂直軸を描くことにより、CH 1 信号と CH 2 信号との関係

を表示できます。これが、XY 表示です。 

  

 

 

■ 下準備 

(1) USB メモリを挿し、パネル上の「ユーティリティ」ボタンを押す 

(2) 画面上の「オプション」メニューを押す   

(3) 画面上の「プリンタ設定」メニューを押す 

(4) 画面上の「PRINT BUTTON」メニューを押し、「全保存」を選んでおく。パネル上の「保存」LED が点灯していることを

確認する 

14. ２つの信号の関係（位相、振幅、周波数等）を観測する 

15. 「画面イメージ」も「波形数値データ」も「パネル設定」も、全部保存する 
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■ 保存開始 

(5) パネル上の「PRINT」ボタンを押す（全保存を繰り返す場合、下準備は不要です。PRINT ボタンを押すだけで繰り返し

保存できます） 

 

 

 

■ 下準備 

(1) USB メモリを挿し、パネル上の「ユーティリティ」ボタンを押す 

(2) 画面上の「オプション」メニューを押す   

(3) 画面上の「プリンタ設定」メニューを押す 

(4) 画面上の「PRINT BUTTON」メニューを押し、「画像保存」を選んでおく。パネル上の「保存」LED が点灯していること

を確認する 

16. 文書作成ソフト用に「画面イメージ」を保存する 
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■ 保存開始 

(5) パネル上の「PRINT」ボタンを押す（画像保存を繰り返す場合、下準備は不要です。PRINT ボタンを押すだけで 

繰り返し保存できます） 

 

 

※次の方法も可能ですが、メニューがいつも SAVE/RECALL メニューになってしまうため、お薦めしません。 
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(1) パネル上の「保存/呼出」ボタンを押す 

(2) 画面上の「アクション」メニューを押し、「設定保存」を選ぶ 

 

(3) 画面上の「保存先」メニューを押し、「メモリ」（オシロスコープ内部の不揮発性メモリ）か「ファイル」（USB メモリ）を 

選ぶ 

(4) 画面上の「保存」メニューを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17. 後日、同じ「パネル設定」を使うために、「パネル設定」を保存する 
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(1) パネル上の「保存/呼出」ボタンを押す 

(2) 画面上の「アクション」メニューを押し、「波形保存」を選ぶ 

  

(3) 画面上の「保存先」メニューを押し、「Ref」（オシロスコープ内部の不揮発性メモリ）か「ファイル」（USB メモリ）を選ぶ 

(4) 「ソース」メニューを押し、保存したい波形（CHx 波形、MATH 波形、REFx 波形）を選ぶ 

(5) 画面上の「保存」メニューを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18. 表計算ソフト用や、後日、波形を画面に呼び戻すために、「波形数値データ」を保存する 
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(1) USB メモリを挿し、パネル上の「保存/呼出」ボタンを押す 

(2) 画面上の「アクション」メニューを押し、「波形呼出」を選ぶ 

 

(3) 画面上の「ファイル選択」メニューを押し、次の画面を出す 

(4) 汎用ノブを使って呼出すファイルを選ぶ 

(5) 「宛先」で、呼出された波形を収める REFx を選ぶ 

(6) 画面上の「呼出」メニューを押す 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19. 以前 USB メモリに記録した「波形数値データ」を、画面に呼び出す 
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(1) パネル上の「REF MENU」ボタンを押す 

(2) 画面上の「Ref x」メニューを押す 

 

 

 

(1) パネル上の「保存/呼出」ボタンを押す 

(2) 画面上の「アクション」メニューを押し、「設定呼出」を選ぶ 

 

(3) 画面上の「呼出元」メニューを押し、「メモリ」（オシロスコープ内部の不揮発性メモリ）か「ファイル」（USB メモリ）を 

選ぶ 

(4) 「メモリ（オシロスコープ内部の不揮発性メモリ）」の場合、10 個の内から呼出すメモリを選択する 

「ファイル（USB メモリ）」の場合、「ファイル選択」を押し、次の画面で、汎用ノブを使って呼出すファイルを選択する 

(5) 画面上の「呼出」メニューを押す 

21. 以前使用した「パネル設定」を呼び出す 

20. 以前 TDS2000B 内部の Ref に記録した「波形数値データ」を、画面に呼び出す 
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(1) OpenChoiceDeskTop（別名 TDSPCS1）と TekVISA をインストール済みの PC を準備する 

(2) TDS2000B と PC の電源を ON にする 

※「USB ポート」が「自動検出」になっていること（「ユーティリティ」ボタン、「オプション」メニューで確認） 

(3) TDS2000B と PC を USB ケーブルで接続する 

接続が完了したのを確認するには、USB Test and Measurement Device のプロパティを見て、Tektronix TDS2000B

の型名が認識されているかどうかで判断できます。 

  

(4) TekVISA を起動する 

    右下のタスクバーの黄色のアイコンにより OpenChoice インストルメント・マネージャを起動し、“USB0：：”を選んで 

機器を特定。TDS2000B の型名が認識されるのを確認します。

22. PC と接続し、専用ソフトウェアを使う 
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(5) OpenChoiceDeskTop を起動する 

  

(6) 「機器の選択」を押し、“USB0：：”を選び、「OK」を押す 

  

(7) TDS2000B が認識された後は、タブを選びメニュー・ボタンを押す。「画面イメージ」、「波形数値データ」、     

「パネル設定」を PC に取り込めます 
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■ 接続 

(1) TDS2000B とプリンタを USB ケーブルで接続する  

※「USB ポート」が「自動検出」になっていること（「ユーティリティ」ボタン、「オプション」メニューで確認） 

(2) 画面左下の PictBridge プリンタを自動認識した旨のメッセージを確認する 

  

■ 下準備 

(1)  パネル上の「ユーティリティ」ボタンを押す 

(2)  画面上の「オプション」メニューを押す   

(3)  画面上の「プリンタ設定」メニューを押す 

(4)  画面上の「PRINT BUTTON」メニューを押し、「印刷」を選んでおく。パネル上の「保存」LED が消灯していることを 

 確認する 

23. PictBridge プリンタを使う 
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■ プリント開始 

(5) パネル上の「PRINT」ボタンを押す（プリントを繰り返す場合、下準備は不要です。PRINT ボタンを押すだけで繰り返

しプリントできます） 
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■ 入力結合は諸刃の剣 

入力結合を「AC」にすると、直流の重畳した波形から直流分を取り除くことができます。 

しかし、同時に極めて低い周波数成分も取除かれてしまうので、測定を誤る場合があります。 

  

 

■ ノイズを減らす「帯域制限」も諸刃の剣、「平均」取込みが有効 

波形のノイズを減らすために、帯域制限をかけると効果的な場合がありますが、20MHz 以上の周波数成分が表示され

なくなってしまいます。繰り返し波形に対して最も有効な方法は「平均」取込みです。「平均」取込みは周波数帯域を減ら

さずに、ノイズを取り去ることができます。 

   

 

 

 

 

 

24. 測定の注意点 
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■ 波形を大きく表示し、測定誤差を少なくする  

AD 変換器のダイナミック・レンジを最大限に使うため、波形はできる限り大きく表示してから測定すると誤差が少なくなり

ます。 

TDS2000B でもデジタル・カメラのデジタル・ズームのような現象が起きます。振幅を小さく取込んだ波形は、赤丸の部分

を拡大すると滑らかな表示ができず、階段状になっていることがわかります。 

  

 

■ 細いパルスは見逃しやすい、「ピーク」検出が有効 
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■ 電流プローブ・システムの接続方法 

(1) 電流プローブ TCP305 を電流増幅器 TCPA300 に差込む 

（赤い点に合わせてコネクタをまっすぐ差込みます。自動的にロックされますので、ひねる必要はありません） 

(2) TDS2000B 入力 BNC 端子に 50Ωターミネータ（終端器）を付ける 

(3) 電流増幅器 TCPA300 と TDS2000B を BNC ケーブルで接続 

 
 

■ 感度と単位の設定 

(1) TDS2000B パネル上の「CH2 MENU」ボタンを押す 

(2) 画面上の「入力結合」メニューを「DC」にする（AC 結合を必要とする場合は TCPA300 の COUPLING を「AC」にして     

ください。決して TDS2000B の「入力結合」を「AC」にしてはなりません） 

(3) 画面上の「プローブ」メニューを押す 

 

(4) 画面上のメニューから「電流」を選ぶことにより、単位を A（アンペア）に設定する 

TCPA300 の RANGE を 5A/V で使用する場合 TDS2000B の「スケール」メニューを「200mV/A 5A/V 5X」とします。

感度範囲は 10mA/div～25A/div となります。（TCPA300 の RANGE を 10A/V で使用する場合 TDS2000B の「ス

ケール」メニューを「0.1V/A 10A/V 10X」としてください。感度範囲は 20mA/div～50A/div となります） 

25. 電流プローブ・システム TCP305 / TCPA300 の使い方 
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■ ゼロ点調整が欠かせない電流プローブ 

「PROBE DEGAUSS AUTOBALLANCE」ボタン左の LED が赤く点滅する場合はゼロ点調整が必要です。LED が赤く点滅

しない場合でも、より正確な測定が必要な場合はゼロ点調整を行ってください。 

この調整の前に 20 分以上ウォームアップすることが必要です。    

(1) 電流プローブの帯磁を除きゼロ点調整するため、TCPA300 の「PROBE DEGAUSS AUTOBALLANCE」ボタンを    

押す。この時電流プローブは被測定回路から外し、電流プローブの先端が閉じていることを確認する。  

完了するとボタン左の LED が緑色になる。 

  

(2) さらに手動調整が必要な時は TCPA300 の「MANUAL BALANCE」ボタンを押し、ゼロ点調整をすることもできる  

（この例では青色トレースを TDS2000B 画面左の矢印マークの位置に合わせる）。このボタンを使うと「PROBE 

DEGAUSS AUTOBALLANCE」ボタン左の LED は橙色になる。 
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■ 電流プローブを壊さないために 

(1) 機械的ショック：電流プローブの先端センサーは落下等の機械的ショックにより、破損することがある 

(2) 電圧：裸線を測ってはいけない 

(3) 電流：50A ピーク以上の大きな電流を測ってはいけない 

この電流に満たない範囲でも高い周波数においては印加できないことがあります。 

デレーティングと呼ばれる特性が別途規定されている場合はそれに従ってください。 

例： 10kHz では 30A ピーク、100kHz では 20A ピーク、1MHz では 10A ピーク 
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